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  はじめに
  いまや映像メディアは，日常生活に深く広く浸透し，
娯楽，教育，芸術，ビジネスなど，あらゆる方面におい
て，欠くことのできない重要な存在となりつっある．
  ビデオデッキの世帯普及率はすでに80％を越え，映画
をはじめとする各種ビデオソフトが増加し，衛星放送，
CATVによるテレビ放送の多チャンネル化が進んでい
る，CG，ビデオアートなどの新しい映像制作技法が現
われ，自作のソフト作りが各分野で広がり，高品位な映
像を提供するハイビジョン技術も注目を集めている，
  こうした，「多様化」「高度化」を志向する，映像メディ
アにおけるさまざまな環境の変化は，主として活字メディ
アに拠っていた，従来の知的活動のスタイルをも変化さ
せる大きな可能性をもっており，その活用法にっいては
十分 な研究がなされなくてはならないであろう．
  小論では，「図書館・図書館員が登場する映画」を題
材としながら，映像メディアの知的活用法の一例を紹介
することとしたい．また，映像を資料・情報として活用
していくうえでの課題と展望にっいてもふれてみたい，
1．映像から何を読み取るか
  筆者はこの間，図書館・図書館員が登場する映画のり
ストを作成し1〕，映画に見る図書館・図書館員のイメー
ジにっいて発表してきた2）．そして，これらは思いのほ
か大きな反響を得ることができた．人々の関心を集めた
要因としてはさまざまなものが考えられようが，主とし
て次のような点で，図書館員の知的好奇心を刺激したの
ではないかと分析している．
1）レファレンス的関心…ある事物を描いた映像を探索
  する 方 法 にっ い て， 具体例 が示さ れたこ と．
2）情報学的関心…映像情報の検索や映像データベース
  の構築のあり方にっいて，示唆が与えられたこと．
3）資料・教材的関心…ある事物に対する世間のイメー
  ジを知る資料として，また，それぞれの時代・地域に
  おいて，ある事物がどのように存在している（いた）
  かを 知 る 教材 と して ，映画 が扱わ れたこ と．
4）題材的関心…題材として，最も身近でかっ関心の高
  い「図書館・図書館員」がとりあげられたこと．
  映像メディアは，人間の視聴覚に直接訴えることから，
活字に比してより大きなインパクトをもっている．メッ
セージとしての暖味さをもつ反面，そこから読み取るこ
とのできる情報量は膨大であり，研究資料としても，使
い方に よって は高い価値をもっものと思われる．
  時代の感性をりアルに映し出してきた映画もそのーつ
と考えられるが，近年，映画の生産・流通・消費の形態
が劇的に変化しており，従来は予想もしなかった活用法
が可能となっている，以下，図書館・図書館員が登場す
る映画を例にとって，そのことを紹介してみたい．
2．主題から映画を探す
  一体，映画やテレビ番組などの膨大な映像資料群の中
から，ある事物が描かれている作品を探索しようとする
場合，どのような方法があるだろうか，映画をとってみ
た場合の，考えられるいくっかのトゥールをあげておく．
  映画を探す汎用的なトゥールとしては，まず，作品名
やスタッフ，俳優名などから引ける各種作品・人名録が，
わが国ではキネマ旬報社から出版されている．また，い
ま日本で見ることのできる映画を網羅した『ぴあ』『ぴ
あ CINEMA CLUB』 もあ るが， これら は一般 に，特
定 のテ ーマか ら引け るようには作られていない，
  今回の調査にあたり，たまたま，米国のMAGILL’S
SURVEY OF CINEMAと い う 映 画 の デ 一 夕 ベ ー ス
の存在を知り，その内容を調べてみたところ，これには，
各作品にっいての一般的な製作デ一夕や抄録のほか，一
部には評論テクストも収録されていることがわかった，
  興味深いのは，このデ一夕ベースでは，それぞれの
フィールドに収められたデ一夕が，単語単位で検索可能
になっていることである．図書館・図書館員が登場する
映画では，抄録・評論テクストの中にlibraryやlibー
rarianという言葉が出現する可能性は高く，こうした
データベースは，映画を多様な角度から検索する場合の
有 カ な ト ゥ ー ル に な り う る も の と 思 わ れ る ．
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  映画を探索するための2っめの方法として，映画リス
トとしての性格をもっ論文（filmographical essay)
に着目した．図書館・図書館員が登場する映画を扱った
ものは，わが国でもすでにいくっか発表されており3），
それらからも，かなりの数の作品を知ることができる，
  3っめの方法として，いわゆる□コミによる情報があ
げられる．実用性の高いトゥールが限られている中で，
この方法を軽視することはできない．映画好きの多くの
図書館員の方から，上の2っの方法では探すことのでき
なかった貴重な情報を教えていただくことができた．
  さらに，現在，新しいコミュニケーション手段として
注目を集めている，パソコン通信による方法も考えられ
るであろう．筆者はこの方法を直接体験してはいないが，
米国のある図書館員は，コンピュ一夕・ネットワークを
通じて，図書館・図書館員が登場する映画にっいて広く
情 報を 求 め， リス ト作り をしていると いう4〕，
  上のような方法をもとに調査を行ったところ，図書館・
図書館員が登場する映画は日本で公開されたものだけで
も，少なくとも130本以上にのぼることがわかった．
3．現物を確認する
  存在だけ知っていても，実際にその現物を見て確認し
ないことには研究資料とは呼べないだろう．かって，映
画を見るという行為には制約が多く，映画と観客との関
係は一方的なものであった，しかしその関係は，ビデオ
時 代 の 到来 によ り， 完全 に 逆転 した とい える ．
  見るものが主体として，好きな作品を好きな時間に自
由に選んで見ることができるようになった，必要であれ
ば同じところを何度も繰り返して見られるようになり，
作品の複製が，法的にはともかく，技術的には容易に可
能となった．これらは，研究資料としての映画を考える
場合，それが活字メディアと同じように取り扱えるよう
になったという点で，革命的な出来事といえよう．
  先の図書館・図書館員が出てくる映画にっいては，劇
場での鑑賞のほか，レンタル．ビデオソフトやテレビ放
映の機会を利用することによって，知り得た作品のおよ
そ8割以上を実際に確認することができた，なお，公共
図書館の利用も考えられたが，地理的，時間的条件を含
め，制約が多かったため，この方法は見送ることとした．
4．映画に見る図書館・図書館員
  映画の中で，図書館・図書館員がどのように描かれて
いるかを分析することにより，世間の人々が図書館・図
書館員に対してもっイメージを読み取ることができる．
以下，いくっかの統計的デ一夕によりながらそれを示す．
表1図書館一館種別デー夕
1 国立 公共 大学 学校 その側不明   計
1邦  画     10    6    4    1     21
l洋  画     6    42    14    6    13    2    83
注：未確認のものを除く
表2図書館―製作年別デ―夕
  1939
以前
  1940
～49
  1950
- 59
  1960
～69
  1970
～79
  1980
～89
  1990
以後
  計
邦画     1     1     3     4     14    3     26
洋画     4     9     9     9     25    43    7   106
  館種別では，邦画，洋画ともに公共図書館が描かれて
いる割合が高い．これは，市民に身近な図書館というこ
とを考えれば当然の結果であろう．製作年別では，時代
が新しくなるにっれて，描かれる作品は増えている，カ
ウントの対象は必ずしも網羅的なものでなく，製作本数
そのものの伸びも考慮しなくてはならないが，近年，図
書館の存在が社会的に評価され，日常生活と密着したも
のになってきていることの反映とみることもできよう．
  表にはあげなかったが，場面別で調べてみると，邦画
と洋画では違いがみられる．洋画では調査研究の場とし
て図書館が描かれる割合がもっとも高いが，邦画ではそ
のような作品の割合は少ない．登場人物の職場として描
かれている割合は邦画，洋画ともに高く，ほかに男女の
出会いの場，恋のアプローチをする場，勉学の場，教養・
娯楽の場などが邦画・洋画ともにあげられる．調査研究
の場としての描かれ方に邦画・洋画で違いが見られるの
は，日本の図書館がこの面で十分に機能を発揮していな
いことの現わ れとみるこ とはできないだろうか，
表3図書館員―年齢・男女別デ―夕（推定による）
I   20代   30代   40代   50代 60以上   計
1邦画   15 (12)   2（O）   5（0）   O（0）     1（0〕   23(12)
1洋画   15 (11) 10(6冫 15 (11)   8く6つ   8（2）   56(36)
注：未確認のものを除く．かっこ内は女子を内数で示す．
  図書館員にっいてみると，邦画では若い女性職員が描
かれている割合が高いが，洋画では中堅層とみられる職
員（特に女性）も，かなりの割合で登場している．これ
は，前に述べた，調査研究の場としての描かれ方が，邦
画の場合少ないことの反映ではないかと思われる，
  必ずしも一般化はできないが，描かれた図書館員の特
徴的なイメ―ジをひろってみると，知的，従順，地味，
真面目，薄幸，自分の殻に閉じ込もりがち，心に欝屈し
たものを抱えている，などが読み取れる（ただし，知的
な イ メ ー ジ は 邦 画 の 場 合 ， ほ とん ど な い ） ．
  こうしたイメージにっいては，個人の直接の図書館体
験とともに，社会全体と図書館との結びっきが複雑にか
らまりあって形成されるものであろう．これを単に作り
手の意識の問題としてとらえるべきでなく，見る人を含
めた社会全体が抱くイメージの問題として，また，図書
館と 社会全体との関わり方 の問題として，考えることが
重要 ではないだろうか，こ うした問題に，図書館員は決
して 無関心ではいられない だろう．
5．娯楽のメディアから情報のメディアヘ
  図書館・図書館 員が登場する映画を事 例として，特定
の事物に関す る映像の探し方や，そ の利用法にっいて紹
介してきた， ここでは主として，映 像に描かれたものの
社会的イメー ジを読み取る例をとり あげたが，それ以外
にも ，各 分野 でさ まざ まな応 用が 考え られるだろう．
  映像が娯楽のメ ディアから情報のメデ ィアへと比重を
移してきている中で，その活用をはかっていくためには，
考えておくべ き問題がいくっかある ように思われる．す
でに，さまざ まなところで指摘され ていることではある
が 5） ， 最 後 に ，そ れ ら に っい て ふ れ て おき た い ．
1）検索トゥールの充実
  映像資料を対象 とした検索トゥールに っいては，その
必要陸が認識されていないためか，特にわが国において，
充実している 状況とはいいがたい． 先に米国の映画デ一
夕ベースの存 在にふれたが，これに っいても完全とはい
いきれないだ ろう．前の事例では， 収録範囲の問題もあ
る が ， 調 査 し え た 132本 のう ち ， MAGILLに よっ て 調
査 で き た も の は ， 全 体 の 3割 程 度 に 過 ぎ な い ．
  映像資料の検索 システムを考える場合 ，活字資料の類
推によるだけ ではまったく不十分で ある．映像資料の特
性にマッチし た検索の仕掛けが工夫 されなくてはならな
い．この点で 現在，関心を集めてい るのがマルチメディ
ア・データベ ースである． 90年代最大のビジネスはマル
チメディアで あるともいわれるが， その展開にっいては
図 書 館 界 と し て も 注 目 し て い く 必 要 が あ ろ う ．
2）映像ライブラリーの整備
  現状では，レン タル・ビデオ店が町の ビデオ・ライブ
ラリーといえ なくもないが，図書館 の機能と比較した場
合，いくっか 難点があるように思わ れる．例えば，在庫
目録が公開さ れていないこと，有料 制であること，予約
が で きな い こ と ， 総合 目 録 が ない こ と など であ る．
  資料・情報の自 由なアクセスという点 から考えれば，
本来は，公共 図書館がもっと整備さ れて，映像ライブラ
リーとしての 役割を担っていくべき ではないだろうか．
昨年10月，横浜に 国内初の「放送ライブ ラリ－」がオー
プンしたが， こうした機関が身近に 設置され，利用しや
すいものになっていくことを望みたい．
  なお，映像のデ ィジタル化と搬送のた めの圧縮技法の
開発により， 将来は映像ライブラリ ーに行かなくても，
自宅から必要 とする映像に容易にア クセスできるように
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なる可能性が予測されている，そうした場合の図書館サー
ビスの あり方も，今後問われ ることになると思われる．
3）自由な引用のための制度の確立
  利用面に っいてみた場合，映像 著作物が自由に引用で
きる制 度が確立されなくては ならない．現状では，書物
におけるような引用が映像の世界では非常に困難であり，
この面 での法整備が急がれる ．著作者の権利保護はもち
ろん必 要であるが，そのこと は逆に，自由な創作活動や
映 像文 化の 発展に とっ て， 阻害 要因と なりかねない．
4）映像リテラシーの必要性
  映像の送 り手と受け手の関係は 暖味になり，個人レベ
ルでの映像の加工や，作品の創出が容易になりつっある，
そのよ うな時代にあっては， 膨大な映像資料・情報の中
から自 分に必要とするものを 収集，選択，加工し，利用
で きる ようにし ていくための，厂映像 リテラシー-とも
いうべ き新たな能カの修得が 必要とされている，その点
からす ると，視聴覚教育を含 めた学校教育のあり方も，
今 後 ， 見 直 し を 迫 ら れ る こ と に な る で あ ろ う ．
  おわりに
  日図協では今年，100周年言己念事業のーっとして，NHK
ライブラリーをもとに ，図書館にちなむ映像のビデオ作
りを計画しているそう だが，興味深い企画といえよう，
  映像メディアとそれを めぐる環境の変化は，図書館・
情報サービスの役割や 教育・研究のスタイル，ひいては
人間の生活活動全般に 影響を与える大きな潜在カをもっ
ている．映像メディア の知的活用法を探ることは，まだ
ま だ 未 開 拓 の 領 域 で あ る よ う に 思 わ れ る ．
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